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表層崩壊危険度評価の実施において、「土木研究所資料 第 4129 号 土木研究所資料 

表層崩壊に起因する土石流の発生危険度評価マニュアル（案） 平成 21 年 1 月 独立行

政法人 土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム」に示す式－1（別添

-1）より、表層崩壊発生危険定常降雨強度（以下、rcと称す。）を算出しています。 

式-１は、あくまでも表層崩壊の発生を評価する目的で導出された式であり、地下水

位が地表面いかにある範囲で適応可能です。 

そこで、式-1 より算出された rcに対して、式-A1 より適用範囲内であるか、確認す

る必要があります。 
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         rc：表層崩壊発生危険定常降雨強度 

I：勾配、A：集水面積、b：メッシュ幅、h：土層厚 

 

式-A1 の条件を満足する場合は、式- 1 より算出された rcをそのまま適用 

式-A1 の条件を満たさない場合は、地表面に地下水面が達しても表層崩壊が発生な

いことを意味していることから、表層崩壊おそれのないメッシュと評価する。 

 

 

なお、この条件を付加しないことにより、表層崩壊のおそれがないにもかかわらず、緩

勾配でかつ集水性の高い谷筋においても危険度が高く（rcが小さく）評価されることが

考えられます。 
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